









5，570人まで減少した。また， 65歳以上の高齢化率は， 30.2%に達している O 耕作放棄
面積も広がっている O 典型的な中山間地域である O 京都市内からは162号線で北上し
京北町を経て，車で 1時間半の距離にある O そのまま162号線で峠を越えれば福井県
の小浜に達する o 162号線は「鯖街道jの一つでもある O また，西は佐々里峠を越え
れば，京都市左京区の広河原に通ずる O 東は，由良川沿いに進めば，和知に通ずる O
























日常生活はまた長期短期に分けて考える必要がある O そこで，第 2に，短期的日常生
活を維持するための条件が必要となる O 現役の労働者・サラリーマンの場合には，労
働と生活の循環が必要となり 賃金や労働時間などの労働条件が問題となる O しか
し，現役を離れた高齢者の場合には，むしろ，生活の起伏や事故が生じた状態であ



































応益負担原則が強化されている O それだけでなく 社会的給付の削減を民間保険など








1) 現代の「貧困Jについては， P. タウンゼントによって， I相対的剥奪・欠乏 (relativedep-
rivation) Jの概念を使って説明されている。それは，一つの時代，一つの社会には社会慣習
的生活様式が存在し，それを満たしえない状態としている O この概念の延長線上に， 1990年
































P. Townsent， Poverty in the United Kingdom， Pelican books， 1979.参照。
Proventing Social Exclusion: a report by the Social Exclusion unit，http://www.cabinet-office. 
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め，その内訳は徐々にあなた(夫婦)と子ども世帯が増え， 2 ~ 4世代世帯が減る傾
向にある O それは 2~4 世代世帯のように，子ども夫婦と同居できたとしても，孫
がその成長とともに家を出て暮らすようになり，子どもあるいはその配偶者も亡くな











蓄積はきわめて弱かったといえる O 民間常用や自営業の比率は低いのである O
それに対し，同居家族の職業(図 3)をみると，高齢者本人の最長職との違いに驚
くO 農林業はほとんどその姿を消している O わずかに 8%前後である O 公務・教職員
と自営業の割合が高いのが分かる O 公務・教職員の割合は，本人・夫婦と子ども世帯
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上を占めている O 男女別に見ると， 8万円未満は，男性の39.1%に対し女性は56.6%
を占めている O 女性の方が低い年金額に圧倒的に多く分布していることが分かる O
では，世帯構成別年金額(図 6)を見るとどうであろうか。独居世帯の年金収入
を，保護基準を尺度としてみると 3級地-2の高齢者一人の場合の保護基準額月 8
万4，400円を下回るケースは， 54.4%とほぼ半数に上っている O また，夫婦のみ世帯の
5.3 1.3 1.3 
男女別 4.3 







男性 21.7 18.7 1 17.3 1 13.0 18.6 1 21.7 
¥、1.f)'、









|1  12.5 1 31.3 2お5.0 別









































































































































までであることが分かる O 逆にいえば，要介護度 2までが，一人暮らし生活を可能と









品などを積んで一日おきにやってくるからである O その他 農協のフレッシュ便が日




















高く 45.7%に上っている O その他にも，美山町社会福祉協議会がコーデイネートして
いるボランテイア活動についてみると，独居世帯の場合，特に配食サービスの利用が
目立つ。 6 割の人が利用している O 月 1 回の見守り型の利用が34.3%，週 1~2 回の
支援型が25.7%を占めている O 孤立・孤独を防ぐ介護予防としての性格の強い配食
サービスが，独居世帯を中心に運営されていることがわかる O また，医療機関への送
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42.9%，売却したが17.1%と所有していない世帯は60.0%に上っていた。夫婦のみ世
帯にも同じことが言えるが，独居也帯の場合，もともと田を所有している世帯が少な
い。所有面積も 3反未満が20.1%， 3 ~ 5反未満が5.7%，5反以上が5.7%ときわめ
て零細である O それに対し， 2 ~ 4世代世帯の場合には，もともと田が無いという世
帯がきわめて少なく 7.7%に過ぎない。売却も15.4%にとどまっている O しかも 5反
以上が38.5%も存在する O 子ども達が外に出ていくか否かということと，田の所有と





し，その所有面積はきわめて零細である o 1反未満が65.7%，2 ~ 5反未満が











意味している o 1950年代のイーストロンドンで調査した P. タウンゼントは，その著
書2)の中で， rスープの冷めないj範囲に居住し，毎日のように行き来し，相互援助
















独居世帯の場合，第 l類型に属する世帯は40.0%，第 2類型が5.7%，第 Iと第 2類
型の混合が42.9%であった。その他，わずかではあるが，子どもがいないケース 1
ケース2.6%，ほとんど来ないケース 1ケース2.6%存在していた。月数回以上訪問す
るケースが全体で 8割以上存在することになる O 思ったよりも，緊密な関係が認めら
れた。では，具体的にはどのような関係として形成されているのであろうか。
-長男が土日曜日には帰ってくる O 将来は帰ってくるといっている O
-美山町在住の娘は，週 1回夫と一緒に訪問する O できない時は電話をしてくれ
るO
-京都市内に住む長男は，月 l回程度訪問。お寺参りや法事にも行ってもらう O 訪




-亀岡在住の長女は 月 1回帰ってくるが泊まることは滅多にない。電話は週 2
回くらいかけ合っている O
-園部在住の長女は 頻繁に家に来てくれる O 家事などをしてくれる O
. 2男 2女，月に l度は誰かが帰ってくる O 家のこと，集落の寄り合いなどに出て
もらう O
-息子は京都市内，娘は美山町在住，月 1度は誰かが来る O 滋賀に嫁いでいる娘が
毎日電話してくれる O その夫は農業を営んでいて収穫物を送ってくれる O 寒くな
ったら下着や服を送ってくれる O
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電話はよくある O 同居を勧めている O
-長男と三女は一緒に月 1度は帰ってくる O 長女は，買い物をしたり，おかずを持
ってきたり，夕食をたまに一緒に食べる。
・一人息子が，月 l回帰ってくる O 嫁から頻繁に電話がある O 盆正月は必ず息子一
家が帰ってきて一緒に過ごす。
















育児に追われ電話もほとんどない。その代わり 月3万円送ってくれる O 弟4





阪府に限られ，比較的近場であることが条件となっている O また，その関係は，第 l
に，お金を置いていったり食料品などを持ってくるなど，何らかの経済的援助関係が
みられる O 第2は，家事，買い物などの家事援助関係である O 第3に，集落の寄り合
いや法事などへ出席するために帰るような社会的援助関係もある O 第4に，農作業の
ために帰る場合もある O 第5に，病院への送迎をしてくれる場合もある O 第6に，冬
32 f弗教大学総合研究所紀要別冊 介護保険の施行とその課題










・ご飯のお裾分けがあったり，よく面倒を見てくれる O 近所のお陰で 1人でも寂し
くない0





-毎日誰かが来る O 隣の人と仲がよく おかず、を持ってきてくれたりする O




















































する可能性がある O その場合， 6.3%であるが何人かの夫が，家事をしている姿がみ
える O
配食サービスのボランテイアの利用は 独居世帯と比較して極端に少ない。利用し









田を耕作している人を見ると，圧倒的に子どもが多く 25.0%を占めている O 夫婦の
みとはいえ，外に出て生活している子どもたちの存在は大きい。定期的に農作業のた
めに帰ってくる子どもたちが存在するのである O 独居世帯に比べ 70代が多く 5割近
くを占め，従ってまた，子どもたちの年齢も比較的若いことが，それを可能としてい
るのであろう O その他18.8%の人が，委託に出している O 畑の耕作は，独居世帯に比
べ自立している人が少ない分本人の耕作は少なく 31.3%である O 妻が31.3%と大き







れる O 第 l類型が18.8%，混合型が56.3%である D つまり，月数回以上定期的に訪問
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する子どもたちがいる世帯は， 75.0%にも上っているのである O しかしまた，盆正月
など年数回の訪問しかない世帯やほとんど来ない世帯あるいは子どもがいない世帯
が，それぞれ12.5%，6.3%， 6.3%存在し，合計すると25.0%となる o 4世帯に l世帯
が，子どもとの関係が薄いのである O
第 l類型の親族網は，具体的には次のようである O
・長女，長男，次男は，月 1回ほど帰る O 帰ってくるとき，冷凍食品や魚、，野菜を
持ってきてくれる O 時々金銭的援助もある O
-娘2人，連絡は頻繁にある O 何かあればすぐに来てくれる O 月 l回病院に連れて




-美山町在住の長女は，週 1回訪問。電話したらすぐに来てくれる O 子ども 3人お
金を出し合って家電製品を買ってくれたり 3人それぞれ週 l回は電話をかけて
きてくれる D 盆正月 5月の連休にはみんなそろって帰ってくる O
第 2類型の親族網は，具体的には次のようである O
-名古屋在住の娘は 3~4 か月に 1 回訪問がある O 電話連絡はよくある O
-京都在住の長男は稲作の時に帰ってくる O 栃木在住の次男は盆正月には帰ってく
るO
-大阪在住の長男は農繁期には帰ってくる O 大阪在住の 3男と京都在住の長女は盆
正月には帰ってくる O
独居世帯と同様，様々な関係が認められる O 特に，農作業のために帰る事例が多
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その活動である O 平成1年10月，農業協同組合の広域合併構想に伴い，町内の 3つの
農協支所が廃止となり それまで営業していた生協も廃止された。地域住民が話し合
いを重ね，住民出資の有限会社を設立し，日用品を提供するようになった。その他，







なる O 町は，各「振興会」に職員を 2~3 名派遣し，住民の利便性を考慮し，行政窓









開されている O 地産・地消運動は，その他，日曜だけの朝市や毎日の昼市が， 1振興
会Jの企画で実施されている O そして今市町村広域合併問題で「振興会jは話しあ
いを続けている o (2002年1月脱稿)
